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令和７年３月 

宮城県水産林政部漁港整備推進室 



１．漁港施設長寿命化計画の目的・背景 

計画の目標 

 本計画は、漁港海岸において、背後地の状況を踏まえ、海岸保全施設の防護機能を可能な限り長

期間維持できるよう、予防保全の考え方に基づいた適切な維持管理を行うことを目標とする。 

 また、「宮城県海岸保全施設維持管理マニュアル（案）（令和２年４月）」（以下、県マニュアル）を参考

として、維持管理を行うものとする。 

設備については、「河川用ゲート設備点検・整備・更新マニュアル（案）（平成２７年３月）」も参考として、

維持管理を行うものとする。 

 なお、点検結果や維持管理等の実施、海岸状況の変化等により、必要に応じて本計画の見直しを行

い、適切な維持管理を行う。 

 

２．海岸保全施設の現状 

本県では、東日本大震災からの復旧・復興事業により海岸保全施設が概ね整備されたことにより、

今後、維持管理に要する費用の縮減や平準化を図りつつ、津波・高潮等の外力に対する所定の防護

機能を持続的に確保していくためには、ライフサイクルコストマネジメントの考え方に基づく予防保全型

の維持管理が必要となる。  

予防保全型の維持管理を行うことにより、「防護機能を確保できること」、「大規模な対策等を実施す

る必要性が小さくなること」、「長期的にみるとライフサイクルコストが少なく済むこと」が期待され、これ

らの点は、背後地の住民等の安全の確保、安心感の増大に寄与するだけでなく、将来的にかかるコス

トの縮減・対策に要する労力の削減・海岸保全施設の長寿命化が期待できる。 

 

 

 

 

 

【出典：宮城県海岸保全施設維持管理マニュアル 
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３．長寿命化計画の基本方針 

 個別施設計画に基づき、巡視パトロール及び定期点検により構造物の防護機能及び性能を適切に

把握・評価し、構造物の劣化予測等を行い、ライフサイクルを通じて、所定の防護機能を確保すること

を目標に、ライフサイクルコストの縮減と各年の点検・修繕等に要する費用の平準化を図る。 

 

 

４．長寿命化計画について 

4-1 対象施設 

海岸保全施設のうち、堤防・護岸・胸壁（土木構造物）水門・陸閘・樋門・樋管（設備）を対象とする。 

 

 

海岸保全施設

土木構造物 堤防、護岸、胸壁

設備 水門、陸閘、樋門、樋管

【出典：宮城県海岸保全施設維持管理マニュアル】 
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陸閘 

【土木構造物の点検位置】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水門・陸閘等の点検位置】 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

4-2 健全度評価 

施設の老朽化調査及び健全性評価の結果、５７地区４９９施設のうち、健全度「B」以上が６施設、健

全度「C」以下が４９３施設という状況である。 

 今後、整備中の海岸保全施設についても長寿命化計画を策定の上、適切な維持管理を図る。ま

た、５年程度の巡視結果を基に変状を確認された場合は、専門家の評価を受け、定期点検の実施

を判断の上、必要に応じて健全度評価を行う。 

 

 

 

 

水門 

【出典：宮城県海岸保全施設維持管理マニュアル】 

【出典：宮城県海岸保全施設維持管理マニュアル】 
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土木構造物の健全度評価における変状の程度 

 

 

水門・陸閘等の設備の評価 

 
【出典：宮城県海岸保全施設維持管理マニュアル】 

【出典：宮城県海岸保全施設維持管理マニュアル】 
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一般点検設備を含む水門・陸閘等の総合的健全度評価区分及び目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：宮城県海岸保全施設維持管理マニュアル】 
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4-3 長寿命化計画の効果  

劣化予測の結果や被災履歴、海岸保全施設の背後の状況や施設の利用状況等の観点から優先

順位を評価し、性能低下が軽微な時点での予防保全型の対策を行うことにより、ライフサイクルコ

ストの縮減と各年の点検・修繕等に要する費用の平準化を図る。 

 

 

  

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

平準化 

各年度における修繕費を平準化 
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タイプライターテキスト
※健全度は、地区毎の長寿命化計画策定時点での評価を記載している。





